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麦わらぼうし　指導員 日高　　陵

初めてのデイキャンプ

　8月25日金曜日。朝から笑顔満点の子ども達。麦わらぼうしへ向かう車中、「デイキャンプ楽しみ～」という子

ども達の声が飛び交っていました。麦わらぼうしで初めての夏休みは新しい体験の連続。期待と不安でドキドキ

していたのは子ども達だけでは無く、職員も同じでした。体調の確認や荷物の積み込み作業を完了すると、法華

嶽キャンプ場へ、いざ出発！！

　当日は、他に利用する方もおらず、広いキャンプ場はまさに、貸切状態。早速、昼食のカレー作りに取り掛かり、

それぞれ、作業を分担し、同時進行で調理は進んでいきました。施設長も応援に駆け付けて下さり、暑い中、火起

こしと、飯盒炊きのお手伝いをして頂きました。おかげで、ほんのりおこげの美味しいお米が炊けました。

　カレーを煮込む、待ち時間を利用し、スイカ割に挑戦しました。「スイカ割なんてしたこと無いー」と初挑戦の

子ども達もいる中、スイカ割は意外な盛り上がりを見せてくれました。子ども達の出す「もっと、右―」や「斜め

左！！」などの的確な指示、そしてそれに応えてスイカに確実に近づいていく子ども達。この日、また一段とたくま

しくなった子ども達の姿を見る事が出来ました。全員が終えた時には、スイカもみごとに粉々。少し食べにくくな

ってしまいましたが、割ったスイカを食べるのもまた、醍醐味。みんなで力を合わせて作ったカレーをお腹いっ

ぱい食べ、スイカは午後のデザートで冷やしておきました。午後からは、元気に川で遊ぶ子ども達に、職員も負

けじと応えました。夏休みを通じて、川遊びが大好きになった子ども達。当初は、川遊びの経験が無かった子ど

も達も多く、職員の側から離れない子や、少し表情の硬い子もいました。しかし、飛び込みや、川魚探しなど様々

な楽しみ方がある事に気付くと、回を重ねる毎に、川遊びに積極的な様子が見られるようになりました。この日

も、時間いっぱい川遊びをしましたが、子ども達はまだ遊び足りないようでした。

　最後は、みんなで記念撮影。当日は、沢山の方の協力もあり、怪我も無く終始楽しいデイキャンプとなりまし

た。来年の夏休みも様々な体験を通して、子ども達、職員ともに一緒に成長していければと思います。

新 任 職 員 紹 介

　8月1日より勤務させて頂いておりま
す。福祉の仕事に携わって32年目になり
ます。
　これまでの福祉の経験をエデンの園の
利用者様の為に頑張りたいと思っており
ます。
　宜しくお願いします。

エデンの園　チーフ
徳原　潤

　9月より相談支援専門員として入職させていた
だきました。
　利用者お一人お一人の生活が、希望や生きがい、
楽しみを感じられる毎日になるよう、思いに寄り添
い、私自身も利用者の方々との関わりに感謝と楽し
みを感じながら働いてまいりたいと思います。
　よろしくお願い致します。

エデンの園　相談支援事業所　相談支援専門員
東郷　さつき

　今月より入職いたしました！
　今までのリハビリ経験を活かし、少しで
も利用者様の笑顔につなげられる様に努
力していきます。
　宜しくお願い致します！

エデンの園　理学療法士
田代　憲司

がんばるよ～
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　平成29年7月15日（土）第43回九州地区地域生活者交流会にグループホーム利用者23名、職員6

名が参加しました。会場は宮崎観光ホテル３階の大ホールでした。九州各地から７００名の方たちが参加

されました。オープニングアトラクションは宮崎県のシンボルキャラクターみやざき犬のダンスで始ま

りました。そして、全大会では各地区の代表者の方がそれぞれ発表されました。趣味ややりたい事、、夢な

どの発表を聞いて、利用者の方も「すごいな。」と言われておられました。改めて考えられた方もおられた

と思います。

　私たち支援員は、利用者の方の希望や夢の実現のために試行錯誤しながら支援をしていかねばと感じ

ました。

　全大会が終わると休憩をはさんで交流会となります。青い鳥の利用者の方はここから参加されまし

た。交流会は丸いテーブルで、他の地区の利用者の方たちと同席される方もおられ、初めは落ち着かない

感じでしたが、食事が運ばれて、お腹がふくれてくるとだんだんと落ち着かれたのか、話もできるように

なり笑顔がみられてきました。また、たくさんの方から名刺を貰う方やアトラクションの三味線の音楽に

合わせて踊られる方と楽しまれておられました。

　最後の閉会の言葉をホームみらいのｋ.k さんが行ないました。みなさんから拍手喝采をあび、とても

すばらしいあいさつでした。これからも元気で交流会に参加し、豪華な食事が食べられるように、利用者

の方たちの楽しみ、健康な生活を支援していきます。

地域福祉課　グループホーム　生活支援員兼世話人 長田　博久

第43回九州地区
地域生活者交流会に参加して

閉会のあいさつを述べる釘松さん 交流会を満喫している那須さん
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さくら苑さんでのＳ・Ｋ・Ｂコンサート♪

　利用者のみなさんと、秋風に吹かれながら運動で歩いていると、自分自身の体力の減少を痛感し
ます。食事、運動のバランスを考えた生活をし、それに楽しみも加えて利用者のみなさんと一緒に、元
気に過ごしていけるようにしたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川辺　宣敬

エデンの園家族会様、宮崎清水町教会様、竹井義信様、湊玲子様、富士産業様、甲斐節子様、
塚野恵理子様、吉間光子様、みどり園様、舟橋直子様、佐藤律子様、大谷茂夫様、
宮王丸郵便局様、ソウル花園教会様、飯干誠夫様、マルヰプロパン様、つよし寮様、
福田京子様、都城点訳・音訳友の会様、横山時義様、竹井静子様、渡辺静様

(H29.7月～9月)寄贈品、寄付金ありがとうございます。寄贈品、寄付金ありがとうございます。

寄
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ふれあいだより

エデンの園ふれあい 川辺　宣敬

編 集
後 記

金　垣基牧師（宮崎めぐみ聖書教会）　　　　　　印　慶子牧師（宮崎柳丸キリスト教会）
海老原　直宏牧師（宮崎北聖書キリスト教会）　　原田　彰久牧師（宮崎清水町教会）
浅野　謙牧師（宮崎霧島キリスト教会）

土曜学校メッセージ土曜学校メッセージ

家族会様、韓国セビツ田園教会22名様、河野眞一様、坂本久光様、馬乗園恵子様、鈴木佐代子様、平塚天晴様

ボランティアボランティア (H29.7月～9月)

Ｓ・Ｋ・Ｂ（サンライズ・国富・バンド）

　９月５日に、お隣の「特別養護老人ホームさくら苑」さんにて、エデンの園ふれあいの音楽活動のメンバー
の方数名でコンサートをさせていただく機会がありました。
　１０数名の方の前での演奏と想像していましたが、実際は、広いホールにたくさんの方が待っていて下さ
り、あたたかく迎えられての開始となりました。
　エデンの園のオリジナル曲「言葉にならないけれど」、坂本九さんの「見上げてごらん夜の星を」唱歌の
「ふるさと」、アニメのロボコンの主題歌「街は大騒ぎ」の４曲を終え、その他２曲を披露させていただきました。
会場からは、手拍子や「うまいよー！」のお声をいただけたり、笑顔で口ずさんでいただいたり、こちらが演奏
しやすい雰囲気までつくっていただけました。
　一番近くにある施設同士、こうして交流させていただけたのは貴重な時間となりました。
　何かしらの災害等が起こってしまった時に、連携は必須となり、その時に日頃から関係を築いていること
のきっかけの一つにもなっていければと思います。

唱歌やオリジナル曲 アンコールもいただきました

sono
四角形


